
「対話のチカラと居場所のつくり方」

申込書

◆申込及び問合せ先◆
地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館　がん相談支援センター

gansoudan1@koseikan.jp
0952-28－1210 0952-28－1250

人は居場所やコミュニティなしでは生きられない。しかし、居場所やコミュニティは時にして息
苦しく、人を縛るものでもある。強い同質性の結びつきはそこに同化している者にとっては心
地よいものだが、一旦異質なもの（本人や他者がそう感じるもの）を抱え込んでしまった途端
に、その結びつきが負担になる。健康な人に囲まれているがん患者やクラスに同調できない
高校生はまさにその息苦しさを感じている。ではどうすればいいのか？対話（ダイアログ）に
は、その息苦しさを打破し、新たな居場所をつくり出す力がある。我々は、職場で、クラスで、街
でどのように対話を生み出し、複数の居場所をつくり出せるのか。

松永 裕己 北九州市立大学大学院マネジメント研究科教授

ひとりじゃないよひとりじゃないよ
～確かな情報と闘病記が繋ぐネットワークをつくろう～

令和元年度　図書館連携シンポジウム・ダイアローグカフェ

下記欄にご記入の上、そのままFAXにてお送りいただけます。

□ 氏 名

□ お住いの地域を下記より選択してください

佐賀市・多久市・小城市・神埼市・吉野ヶ里町・佐賀県内のその他の地域（　　　　　）・県外（　　　　　）

患者さんご本人・患者さんご家族・がん患者さんの支援の立場・がん患者さんの支援を学びたい学生

□ 参加される方について下記より選択してください

電話

メール

FAX


